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研究目的
　被験者2人による卓球のフォアハンドのサービス時における
動作の違いを見て、どのような差があるか卓球の教本である
「攻撃卓球」

※１

等と比較して研究した。

分析方法

　被験者2人には幅3m、奥行き3m、高さ3mの3次元空間で
フォアハンドサービス行わせ、その動作をカメラ2台使い、2
方向から撮影をし、その映像を元に3次元分析した。

　被験者二人は良い例の図１と
同様な傾向が見られた｡また、
インパクト時におけるボールの
高さはほぼ差がなかった。
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考察
　卓球のサービスは伊藤、荻原の文献によると、低くボールを打ち、速い
球を打てば相手に返球しにくいサービスが打てる。今回の結果では、ボー
ルの高さでは違いはほぼなかったが、ラケットヘッドの速度では、被験者A
の方が速い。ゆえに文献と類似としているのは被験者Aと考えられる。
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　ボールの高さは、伊藤
※１

によると「バウンドが大きくなるとオーバー
ミスも出やすくなる」と述べている。また荻原

※２

も「サーブの打球の高
さが高くならないように注意する」と述べている。そこからボールの
高さ低くするために、図１の良い例のように低い打球になっている
かを、ボールの軌跡の図３，図４から被験者二人を比べた。
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図5　ラケットヘッドの速さ

0

2

4

6

8

10

1 6 11 16 21 26 31 36 41 46

被験者A

被験者B

m
/
s

0-1 -0.5 0.5

時間(秒)

良い例　　　図1 悪い例　　　図2

　図5を見て、被験者Ｂは被験者Ａと比べ、ラ
ケットヘッドを速く振っている。これで打球に
スピードが出ると考えられる。

図3　　ボールの軌跡
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図4　　ボールの軌跡
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　ラケットヘッドの速度は、伊藤によると、「ス
ピードや回転がよいサービスで得点できる。」
と述べている。そこからサービスの打球を速
くするために、ラケットヘッドの速度の図5か
ら被験者二人を比べた。

結果
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